令和5（2023）年度事業報告
（2024年3月31日現在、赤字は2024年6月5日時点補足）

1． 大学等に対する支援等の活動
	＜令和5年度事業計画（2023年3月26日社員総会決定）＞
· 会員がそれぞれ個人または個人のグループの自由な発想と主体性のもとに，大学その他の文教関係機関や関係団体等の運営，援助，助言，研究，研修，普及啓発事業への参加，広報への協力その他の活動を行う。



· [bookmark: _Hlk128661052]令和5年度活動例
· 学校法人その他の公益法人等の役員として経営に参画。このうち一部の報酬については，本法人の収入として受け入れた。
· 大学等の教職員として，教育，研究，運営等に従事。
· 大学等の諮問会議等の委員として助言等。このうち一部の報酬については，本法人の収入として受け入れた。
· 学生の学修を支援するための学生寮を運営。

2． ニューズレター及び書籍の出版等
	＜令和5年度事業計画（2023年3月26日社員総会決定）＞
· 会員間，倶楽部内外の情報共有・発信を目的として，ニューズレター（不定期）を発行する。
· 夢倶楽部出版部として，教育，学術，文化，スポーツに関する書籍を出版する。このため，出版部運営委員会を設ける。
· 夢倶楽部出版部として，ISBNを付した書籍を刊行できるようにする。
· その他，各種メディアを通じて意見を発信する。



· 令和5年度活動例
· HP上でブログ公開，ブログ更新に対応して会員等向けメルマガ配信。
· 講演，新聞，雑誌等を通じて発信。このうち一部の原稿料は，本法人の収入として受け入れた。
· ニューズレターの発行について検討、試作版を作成（2024年4月15日に創刊号を刊行）。
· 夢倶楽部出版部は活動を行っていない。

3． 研究会の開催
	＜令和5年度事業計画（2023年3月26日社員総会決定）＞
· 月１回を目標に，オンラインで教育，学術，文化，スポーツに関する研究会を行う。
· 令和5(2023)年度第１回研究会　４月１５日（土）話題提供：田幡憲一会員
· 日本生涯教育学会次世代生涯学習社会研究会との共同研究の可能性を検討する。



· 令和5年度実績
· 計８回のオンライン研究会を実施。出席者平均１０名前後。
· 第9回（2023年度第1回）　4/15　話題提供：田幡会員
· [bookmark: _Hlk158624002]第10回（第2回）　5/27　話題提供：見上会員
· 第11回（第3回）　6/24　話題提供：清水会員
· 第12回（第4回）　9/2　話題提供：文化庁圓入課長
· 第13回（第5回）　10/9　話題提供：合田会員（本倶楽部の情報発信・情報共有についての意見交換）
· 第14回（第6回）　12/4　話題提供：国立青少年教育振興機構横井理事
· 第15回（第7回）　1/17　話題提供：文部科学省高木課長（日本生涯教育学会生涯学習実践研究所次世代生涯学習社会研究会との共同開催）
· 第16回（第8回）　2/14　話題提供：渡辺会員
· 第17回（2024年度第１回）　4/24　話題提供：合田会員（協力：渡辺会員）

4． 会員の状況
	＜令和5年度事業計画（2023年3月26日社員総会決定）＞
· 記載なし



· 令和5年度の状況
· 3月31日現在正会員11名（増減なし。4月24日1名参加、6月5日現在12名）。賛助会員10名程度（研究会メール案内先（定例）は21名）。
· 研究会には参加がない会員もある一方、賛助会員としての意思表示は特にないが研究会に参加しているメンバーも数名程度。積極的な勧誘は行っていない。
· 正会員のうち文部省OBは５名，女性ゼロ。賛助会員及びメール案内先計21名のうち文部省現役・OBは10名，女性は6名。
